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副会長 石渡美奈 ・ 副会長 片山謙次
副会長 波多野まみ
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～四つのテスト～
１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

言行はこれに照らしてから行うべし

2014年8月19日（火）

本日のプログラム

本日の卓話

ロータリー・グローバル補助金奨学生

仲田健治様

8月のお誕生日おめでとうございます。

■会長挨拶

会長 尾関勇

皆さんおはようございます。8月最初の例会となります。
今月のロータリーソングである「我らの生業」ですが、こ
の歌をなぜ私と幹事が歌えるのかというと、毎月何度も歌
う機会があり、自然と覚えてしまいましたので、皆さんも
練習して覚えて頂けたらと思います。
まずご報告が何点かございます。山の手東グループイン

ターシティミーティング・合同例会を致しました。11クラ
ブが集まり、各会長、ガバナーがいらっしゃいました。こ
のグループは、2750地区では最大の人数を擁しており、非
常に個性的で一番新しい私共もクワ有、活気のある会議で
ございました。スタートアップの合同例会という形でした
が、各委員会に分かれて別のクラブの方とお話を進めてい
くというもので、いい経験だったと思います。いよいよ今
月からこういった地区行事がほとんどなくなり、オリジナ
ルの例会と事業が主なものとなります。一年の最後に、地
区大会が待っています。
さて7月26日に、三鷹の国際基督教大学（ICU）にて、

ピースウィングロータリーEクラブの認証状伝達式に行っ
て参りました。このクラブはICUにロータリー平和セン
ターが設置されており、その卒業生が10年で約100人程に
達したことから、Eクラブ、つまりインターネット上でク
ラブを開催するということで出来上がりました。私たちと
同じように、舟木さんが特別代表です。初代会長はアメリ
カ人ですが、このICUへ奨学生として2年来日した経緯があ
りますが、ここ最近日本時の奨学生への応募が減っている
ようです。皆さんのお知り合いの方もいらっしゃったら、
頑張ってICUの方に奨学生として来られてはと思います。
会場の記念ホールの名にもなりました東ヶ崎潔氏、初代
ICU理事長であり、1968，69年RI日本の初代会長の方でし

でした。この方がICUの設立にも関わったということで、
ロータリーでは世界紛争解決のため平和センターを設置
されたそうです。こういった活動をロータリーがやって
いるのは面白いと思います。インターネットでメー
キャップも可能です。米山ではないEクラブは、2750地区
では初めてですので、ぜひ覗いてみてください。
先日のIMにて、各クラブスローガンが発表されました。

お配りした活動計画書で必要なため作りましたが、まさ
かここで皆の前で発表されるとは自分なりに驚きました。
「Enjoy Our Style!」と私は致しましたが、毎年会長が
方針を発表し、活動計画を練っていく。この他に事業プ
ランも発表されました。各クラブから4～5つの奉仕プロ
ジェクト、活動の様でした。他クラブの活動に刺激を受
け、私たちも奉仕プロジェクトとして進めていければと
思います。9月30日に迫りました、「東京愛宕創業支援
塾」。起業支援をやっているところは他に少なく、子供
向けの活動は集客しやすく、比較的容易にできるのです
が、私たちはさらに難しいことにチャレンジしようとし
ているので、比嘉担当理事を始め、猿田委員長も大丈夫
だと思いますので、皆さんのご支援の下成功に導きたい
と思っております。

2014年8月5日（火）の卓話

東京城西ロータリークラブ

美崎 栄一郎 様

「ヒット商品、ヒットサービス開発の秘密」

齋藤さん 若尾さん 栁さん

私は花王という会社で働いていまして、研究開発の仕事
尾をしていました、研究開発で何をしなければならない
かというと、売れるものを作れと上から言われるわけで
す。売れるものを作っているつもりでも、売れないもの
を作ってしまうことが結構あるのです。自分がやった仕
事で、錠剤の洗剤を作れと言われ、技術屋的にいうと錠
剤の洗剤は溶けないわけです。石鹸をお風呂に入れても
すぐに溶けない、これを洗濯機の中でもやろうとしてい



8月・9月のプログラム

○8/19（火） 卓話：仲田健治様（ロータリー奨学生(LSE修士課程へ留学予定））
○8/26（火） 卓話：出雲充様 （株式会社ユーグレナ代表取締役社長）

「僕はミドリムシで世界を救うことに決めました。」
○9/2（火） イニシエーションスピーチ：齋藤秀勝会員（東京愛宕RC広報戦略副委員長）
○9/9（火） 卓話：鈴木啓介様（みずほ銀行神谷町支店長）
○9/16（火） 卓話：谷口智彦様（内閣官房内閣審議官、慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント

研究科特別招聘教授）
●9/23（火） 祝日のため休会
○9/30（火） 卓話：吉田浩一郎様（株式会社クラウドワークス代表取締役社長兼CEO）
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◇前回のニコニコBOX◆￥11,000 累計総額 ￥340,943
・プロの美崎さんの卓話がロータリーで聞けるとは！ありがとうございます。（尾関）
・美崎さん、本日は暑い中、またお忙しい中、卓話にお越しいただき有難うございます。（若山）
・美崎さんのお話は久しぶりです。うれしい！（石渡）
・早めに夏季休暇を終えて戻ってきました。暑さに負けず頑張ります。（島津）
・本日の卓話楽しみにしています。（柳）
・初のニコニコ読み上げです！！・・・と思ったら、時間がなくなった。涙。。（市村）

◇◆ 出席報告 ◆◇
2014年7月28日 出席状況

・会員数 23名
・出席者 15名

7月29日（火）は、
28日山の手東グループインター
シティミーティングへ振替

出席率内訳

当日出席数(15)

修正出席数(3)

欠席数(5)

21.7%

65.2%

13.0% 修正出席率

78.2%

≪目標出席率≫
本例会50% 修正100%

るためのゲートが作られたり、山手線なら人を押し込
むための人がいたり、と改善するために行われている
ようです。いろんなサービスを行う際、競合から探す
のではなく、何かのビジネスをスムーズに回すために
何を潰すのか考えるのが、ヒット商品を考える時に必
要です。
化粧品の商品開発を行った際、自分が知らなくて

も、ポイントがどこでお客さんが何を欲しがり、それ
がどこから評価され、それに対しわからなくても作っ
ていける。作りたいものがわかればそれを作ることが
出来る会社はある。でも何をつくればいいのかがわか
らない、それさえ見つけることが出来れば売れる商品
が作れるのかなと思います。

るわけです。ライオンさんがそういう商品を出してくる
よということで花王が出さないわけにはいかない。研究
の成果が出ていないのでストップしていた研究を続ける
ことになったのが、僕の最初の仕事でした。研究者とし
てやる分には面白かったのですが、そもそもこの商品は
いらないのではと思いながら仕事をしていました。結果
的にシート状の洗剤が完成しましたが売れないという結
果に。そこからやりながら売れない者を作ってしまうの
がいいのか悪いのか、すごく考えるようになりました。
会社の中のロジックだけで、同業が出してくるから出し
ます、そういうことだけでやる場合は大体難しい結果
に。例えば、世の中の流れと違うことをしていても売れ
ない。研究者だったので色々な法則について頭にありま
したが、者が売れる売れないにも法則があるのかな、と
考えるようになったのがきっかけで会社を辞めて、花王
以外の商品開発のお手伝いもしています。
新幹線をはじめとする電車も、定時に来るヒット商品

といえます。以前の講演に新幹線の運転手さんが来まし
た。他の色々なことを知りたいと聞きに来られました
が、新幹線が提示に運航するために何をやらなければな
らないか、運転手ながらに業務提案をするそうです。そ
のための方法をどう考えたらいいのか。では新幹線はど
うしたら遅れるのですか？遅れる理由は人の乗り降りの
所でしか送れないんだそうです。だからそこをいかにコ
ントロールするか、がポイント。人の乗り降りを規制す


